
令和３年

甲州市成人式

１月１０日、甲州市成人式が甲州市民文化会館

で行われました。鮮やかな振袖や真新しいスー

ツに身をつつんだ新成人の皆さんが、感謝と希

望を胸に、新たな一歩を踏み出しました。
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豊かな自然 歴史と文化に彩られた 果樹園交流のまち 甲州市
N o .18 4

祝

成人式実行委員の皆さん

兵藤建希実行委員長あいさつ
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令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
か
ら

は
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す

　
医
療
費
控
除
の
適
用
に
は
、
領
収
書
の
提

出
の
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

と
確
定
申
告
書
を
一
緒
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
に
領
収

書
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
医
療
費
の
領
収
書
は
、
自
宅
で
５
年
間
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
税
務
署
か
ら

求
め
ら
れ
た
と
き
に
は
、
提
示
ま
た
は
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）。

・
医
療
保
険
者
等
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療

費
通
知
書
を
添
付
す
る
と
、
明
細
の
記
入

を
省
略
で
き
ま
す
（
医
療
費
通
知
と
は
、

健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す
る
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
な
ど
で
す
）。

※
医
療
費
通
知
を
添
付
す
る
場
合
、
保
険
者

番
号
お
よ
び
被
保
険
者
等
記
号
・
番
号
部

分
を
復
元
で
き
な
い
程
度
に
黒
マ
ジ
ッ
ク

等
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
う
え
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
山
梨
税
務
署　
個
人
課
税
部
門

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
３
２
）

※
自
動
音
声
に
従
っ
て
「
２
番
」
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。
交
換
手
が
出
ま
す
の
で
、

内
線
番
号
を
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

国
税
の
納
付
期
限
に
つ
い
て

・
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税

　
３
月
15
日
（
月
）

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
３
月
31
日
（
水
）

※
国
税
の
納
付
は
、
金
融
機
関
や
窓
口
に
出

向
か
な
く
て
も
納
付
手
続
き
が
で
き
る

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」
が
便
利
で
す
。

※
申
告
書
提
出
後
に
税
務
署
か
ら
納
付
書
の

送
付
や
納
税
通
知
等
の
お
知
ら
せ
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
税
の
納
付
方
法
つ
い
て

■
振
替
納
税

納
税
者
本
人
名
義
の
預
貯
金
口
座
か
ら
の

口
座
振
替
に
よ
り
、
国
税
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
新
た
に
振
替
納
税
を
お
申
し
込
み
の
場
合

は
、「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書

送
付
依
頼
書
」
を
納
期
限
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
振
替
日

・
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　
４
月
19
日
（
月
）

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
４
月
23
日
（
金
）

※
振
替
日
に
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
納
税

額
を
引
き
落
と
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
残

高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
Ａ
Ｔ
Ｍ

等
に
よ
り
、
国
税
を
電
子
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
税
務
署

へ
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
開
始
手
続
を
行
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
支
払
の
機
能
を
利
用
し
て
、
納
付

受
託
者
へ
立
替
払
い
を
委
託
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
に
よ
る
納
付
（
納
税
額
30
万
円
以
下
の

場
合
）

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
等
で
作
成
し

た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
納
付
を
委
託
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
現
金
の
み
支
払
い
可
能
）。

○
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

・
ロ
ー
ソ
ン
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ロ
ー
ソ
ン
、
ミ

ニ
ス
ト
ッ
プ
（
い
ず
れ
も
「
Ｌ
ｏ
ｐ
ｐ
ｉ
」

端
末
設
置
店
舗
の
み
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト（「
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ポ
ー
ト
」

端
末
設
置
店
舗
の
み
）

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
（
株
）
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー

ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

問
山
梨
税
務
署　
管
理
運
営
・
徴
収
部
門

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
２
５・２
６
）

※
自
動
音
声
に
従
っ
て
「
２
番
」
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。
交
換
手
が
出
ま
す
の
で
、

内
線
番
号
を
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

確定申告

税の申告
に備える

申
告
書
の
作
成
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
す
る
の
が
お
勧
め
で
す
。
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申告書作成会場の開設日程について
　所得税及び復興特別所得税、贈与税、個人事業者の消費税及び地方消費税の申告書作成会場を
次のとおり開設します。

●場所　夢わーく山梨　３階　大集会室　　山梨市上神内川１３４８
●期間　２月１６日（火）～３月１５日（月）　※土曜日・日曜日・祝日を除く
●時間　【受付】午前８時３０分～午後４時 ／ 【相談】午前９時～午後５時
◎申告書作成会場への入場について

　会場の混雑緩和のため、入場には「入場整理券」が必要です。なお、入場整理券の配布状況に応じて、
受付を早めに締め切る場合があります。
　また、入場整理券は当日会場で配布するほか、ＬＩＮＥアプリで事前に入手することが可能です。Ｌ
ＩＮＥアプリでの事前発行は、「国税庁ＬＩＮＥ公式アカウント」を「友だち追加」していただくことで、
日時指定の入場整理券を入手する手続きが行えます。

　※山梨税務署には確定申告書作成会場はありませんので、ご了承ください。

問山梨税務署　個人課税部門
☎２２ ‐ １４１１（内３１）

　※自動音声に従って「２番」を選択してください。
　　交換手が出ますので、内線番号をお申しつけください。

確定申告に必要な 国民年金
保険料、国民健康保険税、
介護保険料、後期高齢者医
療保険料の支払額について

　確定申告において、令和２年中に支払った国民年
金保険料、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢
者医療保険料等を社会保険料控除として申告するこ
とができます。　
　社会保険料控除の適用を受けるには、年間支払額
を申告する必要がありますので、領収書等でご確認
ください。また、特別徴収（年金からの天引き）の
方につきましては、「公的年金等の源泉徴収票」に
記載されていますので、ご確認ください。
　なお、国民年金保険料に関しては、日本年金機構
から送付された「社会保険料控除証明書」の添付が
必要となります（給与所得者がすでに年末調整でこ
の控除を受けている場合は添付不要です）。
　領収書等がお手元に無く、支払額が分からない場
合は、次の各部署にお問い合わせください。

■社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について
・日本年金機構 ねんきん加入者ダイヤル
　☎０５７０ ‐ ００３ ‐ ００４　（ナビダイヤル）
　☎０３ ‐ ６６３０ ‐ ２５２５
　　　　　　　　　　　　（ＩＰ電話、ＰＨＳ専用）
　受付時間：平日午前８時３０分～午後７時
　（第２土曜日は午前９時３０分～午後４時）
・甲府年金事務所
　☎０５５ ‐ ２５２ ‐ １４３１（代表）
■国民健康保険税について
　収納課 収納担当
　☎３２ ‐ ２１１１（内１３６１～１３６４）
※毎年１月中旬に、納税義務者に対して「確定申告

用納付済確認書」を送付しています。確認書には
令和２年１月１日から１２月３１日までの間に口
座振替や納付書で納付された金額が記載されてい
ます。申告の際に参考資料としてご利用ください。

■介護保険料について
　介護支援課　介護保険担当
　☎３２ ‐ ２１１１（内１２６１～１２６４）
■後期高齢者医療保険料について
　戸籍住民課　国保・年金担当
　☎３２ ‐ ２１１１（内１０２１～１０２３）
■市・県民税等の申告について
　税務課　市民税担当
　☎３２ ‐ ２１１１（内１４１１～１４１３）

広報１月号に掲載しました「税理士会による
無料申告相談」は、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、中止させていただきます。
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申告相談（受付）日程
　次の日程で、令和３年度市・県民税の申告および令和２年分
所得税の確定申告相談を行います。

【塩山会場】 ●受付時間　午前の部 ： 午前９時～１１時３０分
　　　　　　午後の部 ： 午後１時～４時

月 日 曜日 対象地区 会　場

２

１６ 火 中萩原第１・２・３

甲州市役所本庁舎
１階　市民ギャラリー

１７ 水 上・下粟生野
１８ 木 熊野
１９ 金 花園、西広門田、北牛奥
２０ 土 市内全地区（午後は３時まで）
２２ 月 玉宮地区
２４ 水 小屋敷
２５ 木 三日市場上、藤木
２６ 金 三日市場下、下柚木

３

１ 月 上井尻
２ 火 上・下小田原、上切上・下、下切、裂石
３ 水 赤尾
４ 木 上塩後、下東
５ 金 上西、上塩後団地

６ 土
市内全地区（午後は３時まで）
一ノ瀬高橋地区（午前１０時～午後２時） 落合診療所

８ 月 千野下、下萩原

甲州市役所本庁舎
１階　市民ギャラリー

９ 火 下於曽西・東、北平団地
１０ 水 下西、下中、町屋
１１ 木 上東、千野上
１２ 金 下塩後、中央
１５ 月 市内全地区（午前９時～１１時３０分まで）

【大和会場】 ●受付時間　午後の部 ： 午後１時３０分～午後４時

月 日 曜日 午後の部：対象地区 会　場

２

１９ 金 天目、田野、水野田
大和公民館

１階

※大和会場は午後の部
　のみの受付となります。

２２ 月 丸林、日影
２４ 水 鶴瀬、古部、共和
２５ 木 宮本
２６ 金 大和全地区

新型コロナウイルス
感染症対策のお願い

●申告会場へお越しの際は、必ず
マスクの着用をお願いします。

●入場の際に検温を実施させてい
ただきます。３７．５℃以上の
発熱が認められる場合は、入場
をお断りさせていただきますの
で、体調が優れない場合は、来
場をお控えください。

確定
お早めに

申告

3 月１５日は午前の部のみ
の受付となります

問税務課　市民税担当　☎３２ ‐ ２１１１（内１４１１・１４１２・１４１３）
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【勝沼会場】 ●受付時間　午前の部 ： 午前９時～１１時３０分
　　　　　　午後の部 ： 午後１時～４時

月 日 曜日 午前の部：対象地区 午後の部：対象地区 会　場

２

１６ 火 菱山５・６区 菱山９・１０区

勝沼防災センター
２階

１７ 水 菱山２区 菱山１・７区
１８ 木 菱山８区 菱山３・４区
１９ 金 祝６区 祝１０区
２２ 月 祝７区 祝３区
２４ 水 祝４区 祝９区
２５ 木 祝１区 祝８区
２６ 金 祝２区 祝５区

３

１ 月 勝沼６区 勝沼１３区
２ 火 勝沼３区 勝沼１・９区
３ 水 勝沼５区 勝沼７区
４ 木 勝沼８･ １０区 勝沼２・４区
５ 金 勝沼１１・１４区 勝沼１２区
８ 月 東雲１区 東雲６・１２区
９ 火 東雲１１区 東雲１４区

１０ 水 東雲１０区 東雲５・７区
１１ 木 東雲３・１３区 東雲８・９区
１２ 金 東雲１５区 東雲２・４区
１５ 月 市内全地区（午前９時～１１時３０分まで）

所得税の発生しない方 ●受付時間　午前の部 ： 午前９時～１１時３０分 
　　　　　　午後の部 ： 午後１時～４時

　確定申告期間（２月１６日～）は大変混み合います。所得税が発生しない方につきましては、下記の
期間に申告をお願いします。

月 日 曜日 塩山会場 勝沼会場 大和会場 対象地区

２

１ 月 市役所１階市民ギャラリー

市内全地区

２ 火 市役所１階市民ギャラリー
３ 水 市役所１階市民ギャラリー
４ 木 市役所１階市民ギャラリー
５ 金 市役所１階市民ギャラリー
８ 月 市役所１階市民ギャラリー
９ 火 市役所１階市民ギャラリー 勝沼防災センター２階

１０ 水 勝沼防災センター２階 大和公民館１階
１２ 金 勝沼防災センター２階 大和公民館１階

３月１５日は午前の部のみ
の受付となります

※例年、市役所の申告会場は大変混雑します。収入・必要経費の明細および医療費の明細書等は、あらかじめ計算し、整理し
てからご来場ください。 

※個人番号（マイナンバー）を記載した申告書等の税務関係書類を提出する際は、申告する方の個人番号確認書類および本人
確認書類の提示が必要です。( 例 ①マイナンバーカード　②通知カード等の番号確認書類＋運転免許証等の本人確認書類）

　なお、市役所で所得税の確定申告書を提出する場合にも、個人番号確認書類および本人確認書類の提示が必要です。
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山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
甲
種
功
労
章

中
村　
好
一
（
神
金
分
団
）

三
井　
潤
一
（
勝
沼
分
団
）

雨
宮　
秀
樹
（
祝
分
団
）

飯
塚　
　
浩
（
菱
山
分
団
）

手
塚　
公
彦
（
大
和
分
団
）

◎
乙
種
功
労
章

中
込　
孝
丞
（
塩
山
分
団
）

鮎
川　
晋
也
（
塩
山
分
団
）

小
沢　
俊
輔
（
塩
山
分
団
）

吉
田　
　
吏
（
塩
山
分
団
）

日
原　
賢
治
（
塩
山
分
団
）

向
山　
秀
樹
（
奥
野
田
分
団
）

天
野　
富
夫
（
奥
野
田
分
団
）

深
澤　
智
弘
（
松
里
分
団
）

手
塚　
雄
二
（
松
里
分
団
）

小
宮
山
一
樹
（
松
里
分
団
）

山
岸　
侑
司
（
松
里
分
団
）

山
下　
修
一
（
松
里
分
団
）

雨
宮　
　
司
（
玉
宮
分
団
）

小
野　
隆
弘
（
神
金
分
団
）

徳
良　
智
博
（
神
金
分
団
）

塩
澤　
聖
也
（
神
金
分
団
）

中
村　
好
洋
（
神
金
分
団
）

古
屋　
陽
明
（
勝
沼
分
団
）

風
間　
一
志
（
勝
沼
分
団
）

雨
宮　
祐
太
（
勝
沼
分
団
）

原　
　
雅
士
（
勝
沼
分
団
）

佐
藤　
吉
朗
（
祝
分
団
）

鈴
木　
聖
一
（
祝
分
団
）

原　
　
由
光
（
祝
分
団
）

大
沢　
裕
樹
（
東
雲
分
団
）

辻　
　
和
敏
（
東
雲
分
団
）

三
森　
鉄
平
（
菱
山
分
団
）

古
屋
多
加
夫
（
大
和
分
団
）

佐
藤　
賢
宏
（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会
感
謝
状

◎
正
会
員
感
謝
状

田
口　
夏
紀
（
東
雲
分
団
）

三
澤　
　
敦
（
東
雲
分
団
）

峡
東
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

所
長
表
彰

◎
功
労
章

神
谷　
智
一
（
松
里
分
団
）

手
塚　
達
也
（
松
里
分
団
）

雨
宮　
誠
也
（
玉
宮
分
団
）

村
田　
　
清
（
玉
宮
分
団
）

中
村　
好
一
（
神
金
分
団
）

雨
宮　
吉
男
（
祝
分
団
）

内
田　
正
紀
（
菱
山
分
団
）

手
塚　
公
彦
（
大
和
分
団
）

髙
野　
哲
也
（
大
和
分
団
）

日
下
部
警
察
署
長

防
犯
協
会
日
下
部
支
部
長
表
彰

◎
功
労
章

佐
藤　
靖
紀
（
塩
山
分
団
）

広
瀬　
翔
太
（
塩
山
分
団
）

雨
宮　
恭
太
（
塩
山
分
団
）

風
間　
公
史
（
塩
山
分
団
）

坂
本　
佳
也
（
塩
山
分
団
）

加
藤　
雄
平
（
奥
野
田
分
団
）

熊
谷　
昌
幸
（
奥
野
田
分
団
）

中
村　
恵
輔
（
松
里
分
団
）

小
澤　
龍
司
（
松
里
分
団
）

竹
井　
翔
悟
（
松
里
分
団
）

町
田　
真
一
（
松
里
分
団
）

廣
瀬　
勇
次
（
玉
宮
分
団
）

久
保
田
良
一
（
大
藤
分
団
）

山
下　
浩
平
（
大
藤
分
団
）

萩
原　
良
樹
（
大
藤
分
団
）

松
山　
典
嗣
（
神
金
分
団
）

宮
原　
春
幸
（
神
金
分
団
）

廣
瀬　
健
太
（
神
金
分
団
）

矢
﨑　
　
斉
（
神
金
分
団
）

白
川　
光
正
（
神
金
分
団
）

大
竹　
紘
樹
（
勝
沼
分
団
）

天
野
秀
太
朗
（
勝
沼
分
団
）

廣
瀬　
　
瞬
（
勝
沼
分
団
）

内
田　
真
仁
（
祝
分
団
）

山
田　
裕
太
（
祝
分
団
）

鈴
木　
宏
彰
（
祝
分
団
）

曽
根　
悠
司
（
東
雲
分
団
）

三
科　
　
創
（
東
雲
分
団
）

石
原　
淳
哉
（
東
雲
分
団
）

坂
本　
裕
哉
（
東
雲
分
団
）

佐
藤　
　
巧
（
菱
山
分
団
）

野
澤　
和
矢
（
大
和
分
団
）

佐
藤　
　
希
（
大
和
分
団
）

手
塚　
翔
太
（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会

東
山
梨
支
部
長
表
彰

◎
甲
種
功
労
表
彰

大
澤　
秀
一
（
東
雲
分
団
）

◎
乙
種
功
労
表
彰

岩
間　
祐
貴
（
塩
山
分
団
）

宮
川　
鉄
矢
（
塩
山
分
団
）

宮
原　
正
太
（
奥
野
田
分
団
）

雨
宮　
　
充
（
奥
野
田
分
団
）

石
合　
　
剛
（
松
里
分
団
）

内
藤　
秀
樹
（
松
里
分
団
）

雨
宮　
　
学
（
玉
宮
分
団
）

有
川　
　
昇
（
大
藤
分
団
）

古
屋　
豪
一
（
大
藤
分
団
）

浅
野
雄
太
郎
（
神
金
分
団
）

三
森　
規
弘
（
神
金
分
団
）

坂
本　
陽
一
（
勝
沼
分
団
）

古
屋　
陽
平
（
勝
沼
分
団
）

佐
野　
弘
樹
（
祝
分
団
）

村
松　
信
一
（
祝
分
団
）

平
山　
雅
敏
（
東
雲
分
団
）

雨
宮　
宏
和
（
東
雲
分
団
）

佐
野　
智
哉
（
菱
山
分
団
）

林　
　
洋
平
（
大
和
分
団
）

芦
澤　
章
浩
（
大
和
分
団
）

◎
優
良
部

塩
山
分
団　
　
第
１
部

奥
野
田
分
団　
第
２
部

松
里
分
団　
　
第
３
部

玉
宮
分
団　
　
第
１
部

大
藤
分
団　
　
第
１
部

神
金
分
団　
　
第
４
部

勝
沼
分
団　
　
第
１
部

祝
分
団　
　
　
第
３・４
部

東
雲
分
団　
　
第
３
部

菱
山
分
団　
　
第
１
部

大
和
分
団　
　
第
１
部

甲
州
市
消
防
団

出
初
式

　
甲
州
市
消
防
団
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
し
、
１
月
10
日
、
塩
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
出
初

式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
団

員
の
方
々
に
、
山
梨
県
消
防
協
会
長
等
か
ら
表
彰
状
な
ど
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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◎
優
良
団
員

奥
山　
慎
司
（
塩
山
分
団
）

矢
澤　
　
力
（
塩
山
分
団
）

横
森
雄
之
介
（
塩
山
分
団
）

古
屋　
博
之
（
塩
山
分
団
）

清
水　
佑
一
（
奥
野
田
分
団
）

向
井　
孝
至
（
奥
野
田
分
団
）

田
邉　
朋
之
（
松
里
分
団
）

小
宮
山
一
樹
（
松
里
分
団
）

岡　
　
一
貴
（
松
里
分
団
）

原　
　
大
介
（
松
里
分
団
）

雨
宮　
直
樹
（
玉
宮
分
団
）

水
上　
正
英
（
大
藤
分
団
）

丸
田　
充
宏
（
神
金
分
団
）

岩
田　
直
人
（
神
金
分
団
）

矢
崎　
雄
一
（
神
金
分
団
）

田
邉　
友
和
（
神
金
分
団
）

西
海　
達
彦
（
勝
沼
分
団
）

柳
場　
和
広
（
勝
沼
分
団
）

三
井　
祐
介
（
勝
沼
分
団
）

秋
山　
　
崇
（
祝
分
団
）

鈴
木　
晃
博
（
祝
分
団
）

志
村　
嘉
章
（
祝
分
団
）

小
林　
昌
司
（
東
雲
分
団
）

坂
本
聡
一
郎
（
東
雲
分
団
）

飯
塚　
利
之
（
菱
山
分
団
）

内
田
瑛
一
郎
（
菱
山
分
団
）

平
山
竹
日
虎
（
大
和
分
団
）

手
塚　
共
也
（
大
和
分
団
）

平
山　
健
二
（
大
和
分
団
）

◎
無
火
災
部

奥
野
田
分
団　
第
１
部

東
山
梨
消
防
本
部

消
防
長
表
彰

◎
功
労
章

廣
瀬　
純
一
（
塩
山
分
団
）

北
井　
公
史
（
奥
野
田
分
団
）

神
谷　
智
一
（
松
里
分
団
）

川
村　
浩
道
（
玉
宮
分
団
）

平
山　
弘
之
（
大
和
分
団
）

甲
州
市
長
表
彰

◎
功
労
章

廣
瀬　
純
一
（
塩
山
分
団
）

佐
藤　
　
誠
（
塩
山
分
団
）

佐
藤　
康
貴
（
奥
野
田
分
団
）

雨
宮　
和
仁
（
奥
野
田
分
団
）

藤
原　
一
樹
（
松
里
分
団
）

手
塚　
治
幸
（
松
里
分
団
）

佐
藤　
　
賢
（
玉
宮
分
団
）

楠　
　
　
理
（
玉
宮
分
団
）

和
田　
秀
都
（
大
藤
分
団
）

小
椋　
康
裕
（
大
藤
分
団
）

雨
宮　
陽
介
（
神
金
分
団
）

田
邉　
健
一
（
神
金
分
団
）

丸
山　
浩
一
（
勝
沼
分
団
）

阪
本　
辰
夫
（
勝
沼
分
団
）

有
賀　
裕
剛
（
祝
分
団
）

金
井　
雅
樹
（
祝
分
団
）

辻　
　
智
仁
（
東
雲
分
団
）

三
科　
拓
哉
（
東
雲
分
団
）

西
矢　
智
一
（
菱
山
分
団
）

樋
口　
誠
哉
（
菱
山
分
団
）

平
山　
公
一
（
大
和
分
団
）

佐
藤　
嘉
彦
（
大
和
分
団
）

甲
州
市
消
防
団
長
表
彰

◎
功
労
章

鶴
田　
尚
之
（
塩
山
分
団
）

桐
原　
優
之
（
塩
山
分
団
）

古
屋　
　
翼
（
塩
山
分
団
）

村
田　
和
繁
（
塩
山
分
団
）

坂
本　
海
渡
（
塩
山
分
団
）

古
屋　
正
洋
（
塩
山
分
団
）

保
坂　
敬
治
（
塩
山
分
団
）

桐
原　
宏
樹
（
塩
山
分
団
）

金
井　
正
和
（
奥
野
田
分
団
）

雨
宮　
由
規
（
奥
野
田
分
団
）

飯
島　
勇
介
（
松
里
分
団
）

坂
本　
周
謙
（
松
里
分
団
）

古
屋　
潤
基
（
松
里
分
団
）

坂
本　
勇
輝
（
勝
沼
分
団
）

雨
宮　
弘
樹
（
勝
沼
分
団
）

笠
原
龍
之
介
（
勝
沼
分
団
）

前
田　
敏
和
（
祝
分
団
）

岩
間　
雄
太
（
祝
分
団
）

川
﨑　
　
朗
（
祝
分
団
）

内
田　
翔
太
（
菱
山
分
団
）

齊
藤　
裕
太
（
菱
山
分
団
）

櫻
林　
真
人
（
大
和
分
団
）

◎
無
火
災
分
団
・
部

奥
野
田
分
団

祝
分
団

東
雲
分
団

菱
山
分
団

大
和
分
団

塩
山
分
団　
　
第
１
部

塩
山
分
団　
　
第
２
部

塩
山
分
団　
　
第
３
部

消防団員募集
　消防団は、地域における消防・防災のリーダー
として、地域に密着し、住民の安全と安心を守
る重要な役割を担っています。あなたのチカラ
が消防団には必要です。
■募集資格　市内在住・在勤の１８歳以上の方
　　　　　　（男女は問いません）
■待　　遇　年報酬・手当支給、公務災害補償、
　　　　　　退職報償金（勤続５年以上）

問総務課　行政・防災担当　☎３２ ‐ ５０４１

団長訓辞
甲州市消防団長　古屋　二三夫

　令和３年の新春を迎え、
新型コロナウイルスの感染
予防対策を徹底し、参加者
の規模縮小と時間短縮等を
図る中、伝統ある甲州市消
防団の出初式が無事に挙行
出来ますこと、心から厚く
御礼申し上げます。

　新たな鈴木市政のもと、３万余の市民の皆様
の深いご理解とご協力、そして団員諸君の強い
郷土愛とご家族のご理解に支えられ、消防団活
動が出来得ますことに、深く感謝申し上げます。
　さて、昨年はコロナ禍で全ての活動がままな
らない中、今後想定しうる自然災害や火災等に
備え、無線伝達訓練をはじめ、各種演習など、
より実践的な訓練を行ってまいりました。
　また、火災の発生件数も１３件と、近年では
平成２８年に次いで非常に少なく、被害も最小
限に抑えることが出来たことは、市民の皆様方
の予防消防の意識の高さと、団員諸君の地道な
啓発活動や日頃の訓練等、たゆまぬ努力の賜物
と深く感謝するとともに、力強くも感じるとこ
ろであります。
　本年も団員確保の問題や各分団内の再編など、
課題が山積しておりますが、今後もこの法被に
込められた先人達から引き継いだ消防魂を後世
にしっかりと引き継ぎ、市民の皆様の負託にお
応えすべく、我々消防団員８７６名が「心ひとつ」
に鋭意努力する所存です。引き続きご支援ご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、新型コロナウイルスの一刻も早い収
束と、これまでの歴史を築いてこられた先人と、
私にとって同志であり、頼りであり、誇りである、
団員諸君とそのご家族に、心から感謝し、今年
一年が無火災、無災害でありますように、また、
関係各位の皆様のご健勝とご多幸をご祈念し、
訓辞といたします。
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地
域
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
学
ぶ

　
学
校
支
援
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
本
部
に

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
事
業
発
足
当
時
は
約
３
０
０
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
が
あ
り
、
学
校
現
場
か
ら
の
要
望

と
人
材
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
し
、
平
成
25
年
に
は
文
部
科
学
省

か
ら
表
彰
も
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
高
齢
化
、
学
校
独
自
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
実
施
な
ど
、
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
で
設

置
さ
れ
た
学
校
運
営
協
議
会
と
の
情
報
共
有
や

学
校
側
の
ニ
ー
ズ
把
握
、
学
校
と
の
連
絡
調
整

な
ど
、こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
し
、地
域
住
民
、

児
童
生
徒
の
家
族
、
学
生
、
社
会
教
育
団
体
、

企
業
等
の
住
民
側
の
ニ
ー
ズ
も
把
握
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
依
頼
な
ど
、
地
域
と
の
連
絡

調
整
、
協
力
、
情
報
提
供
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
地
域
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
関

わ
る
こ
と
で
、
地
域
の
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
や
暮
ら
し
を
し
て
い
る
方
た
ち
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、多
様
な
考
え
方
が
身
に
付
き
、

地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
参
画
意
識
の
高
ま
り

も
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
と
地
域
が
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
行
え
ま
す
。
そ
し
て
、
児
童
生
徒
と

住
民
が
と
も
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体

の
教
育
力
が
向
上
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
力
の

向
上
と
元
気
が
、
子
ど
も
た
ち
の
意
識
の
向
上

と
地
域
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

―
学
校
支
援
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集
―

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
成
長
を
目
指
し
て

学校支援
地域ボランティア
とは‥‥‥
　子どもたちが安全で楽
しい学校生活を送れるよ
う、学校の要請に応じ
て、学習支援や環境整備
など、さまざまな分野で
ボランティアとして学校
を支援していただく活動
です。

　
甲
州
市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
の
学
習

や
諸
活
動
に
対
す
る
学
校
支
援
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
平
成
20
年
度
に
文
部
科
学
省
の
事

業
指
定
を
受
け
発
足
し
、
来
年
度
で
14
年
目
を
迎

え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
市
内
18
校
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
方
々
の
協
力
・
参
画
に

よ
る
地
域
と
学
校
の
協
働
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
学
校
支
援
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
融
合
に
よ
り
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

１月１５日、学校支援地域ボランティアの小林澄子さん（三日市場）が
井尻小学校に派遣され、５年生を対象に琴の体験学習が行われました。
子どもたちは実際に琴に触れ、和楽器の音色に親しみました。
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「読み聞かせ」　　大里文子さん（上萩原）

　絵本くらぶ・朝の読み聞
かせを始めて１５年になり
ます。コロナ禍の中ではあ
りましたが、６月から再開
の依頼に応え、メンバー７
人は日頃の感染症対策と体
調管理を万全にして臨みました。楽しめる本や学習の
応援になる本を図書館で借り、手持ちの本を加えるな
どの工夫をしました。子どもたちの明るい反応に助け
られましたが、緊張の日々でした。２学期まで無事に
本の魅力を届けることができ、ほっとしています。

「昔あそび」　　廣野 信さん（小屋敷）

　「昔の遊び集会」
に初めて参加し、子
どもたちと楽しい時
間を過ごさせていた
だきました。
　力強く腕を振り下
ろし、メンコをひっくり返すことができたときに
は、「やったー！」と大きな声を出し、嬉しそう
でした。初めて、学校支援地域ボランティアの活
動をしてみて、子どもたちの喜ぶ姿から、逆に私
が力をもらったような気がしました。

学校支援地域ボランティアの声

１人１台は令和の学びのスタンダード
～甲州市ＧＩＧＡスクール構想の実現事業を推進～

　文部科学省では、ＧＩＧＡスクール構想の実現事業として学校ＩＣＴ環境
整備を進めています。
　甲州市においても、国の補助金を活用して市内全小中学校にＷｉ – Ｆｉ環
境を整備し、１人１台学習用パソコンを全児童生徒に配備しました。
　今回、塩山北小学校５年生が、１２月２２日に研究実践授業としてＧＩＧ
Ａ端末を使用し、学級活動を実施しましたので、その様子をお伝えします。
　「２学期末にクラスでやりたいこと」をテーマにジャムボードを使用して、
各班で意見を出し合い、発表を行いました。子どもたちはタブレット端末を
使用し、黒板の脇にあるディスプレイに自分の意見が瞬時に映し出されると歓喜の
声。一人ひとりの意見から全体の意見集約のパーセンテージもすぐに計算され、最
後は全員が授業の感想を書き込ました。
　担任の三森翼先生は、「今までの授業では発言が一部の児童に偏っていましたが、
全員の意見を取り上げての授業づくりが行え、個別最適化の授業ができました。そ
して、何よりもＧＩＧＡスクール端末に向き合う子どもたちの目が輝き、新たな一
面を見ることができました」と話していました。
　今後は、甲州市情報教育推進委員会（各校の情報担当教諭の委員会）を中心に研
修会を開催し、教員のＩＣＴ活用指導力の向上およびＩＣＴを効果的に活用した指導、児童生徒の情報活用能力、
情報モラル教育も含め、ＧＩＧＡスクールにおける学びの充実に向けて取り組んでいきます。

問教育総務課　学校教育担当　☎３２ ‐ １４１２

学
校
統
合
を
見
据
え
た

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

　
市
議
会
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
市
長
の

市
政
の
概
要
説
明
で
、
勝
沼
中
・
大
和
中
の

統
合
お
よ
び
塩
山
地
域
中
学
校
の
統
合
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
市
教
育
委
員
会
と
し

ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充

実
を
第
一
に
考
え
、
中
学
校
統
合
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
各
中
学
校
区
の
「
ひ
と
・

も
の・こ
と
」を
通
し
て
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、

学
区
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
良
さ
を
学
び
、
多
様
な
知
識
や

経
験
を
も
つ
地
域
の
大
人
と
触
れ
合
う
こ
と

で
、
自
分
の
住
む
地
域
だ
け
で
な
く
、
甲
州

市
全
体
へ
と
視
野
が
広
が
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。そ
の
学
び
に
よ
っ
て
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
へ
愛
着
や
誇
り
を
持
ち
、
担
い
手
と

し
て
の
意
識
の
高
ま
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
自
分
の
得
意
な
技
術
や
技
能
を
お
持
ち
の

方
、
自
身
の
体
験
等
を
お
話
し
い
た
だ
け
る

方
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
補
助
指
導
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
、
学
校
図
書
室
の
運
営
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
方
な
ど
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
学
校
を
支

え
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
の

教
育
の
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
甲
州
市
学
校
支
援
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
事
業
本
部
（
教
育
総
務
課
内
）

　
☎
32
‐
１
４
１
２



令和 3 年 2 月 10

　さまざまな原因で脳の細胞が死
んでしまうことなどにより、脳に
不具合が生じ、障害が起こること
で生活などに支障が出る状態です。
　また、脳は加齢とともに委縮し
ますので、認知症は誰もがかかる
可能性のある身近な病気です。本
市の高齢者のうち約１２％の方に
症状があり、そのうち７割の方が
在宅で生活しています。

認知症になっても、住み慣れた地域で
安心して暮らし続けられるように

～正しい知識で認知症をサポート～

認知症に関する各種相談・支援窓口をご紹介します
●甲州市の認知症サポート
・もの忘れ相談（毎月第３金曜日）
・オレンジカフェ（毎月第２木曜日／現在はコロナ禍のため休止中）
・認知症初期集中支援（早期診断・対応に向けて専門職が支援します）
●認知症の相談窓口
・認知症サポート医（かかりつけ医への助言や支援を行い、専門医療
　機関等と連携して地域で支援する推進役となります）
・阿部ファミリークリニック　阿部 理 医師　☎４４ ‐ １１３１
・渡辺医院　渡辺雄一郎 医師　☎４８ ‐ ２２３０
●認知症疾患医療センター（専門医療相談、鑑別診断、治療など）
・日下部記念病院　☎２２ ‐ ０５３６

●
家
か
ら
出
よ
う
と
し
て
落
ち
着
か
な
い

▼「
ど
う
し
た
の
か
？
」
と
尋
ね
て
、「
お
茶

を
入
れ
た
か
ら
ど
う
？
」
な
ど
と
気
を
そ

ら
し
た
り
、
状
況
に
よ
っ
て
は
一
緒
に
散

歩
を
し
た
り
す
る
な
ど
の
対
応
で
気
が
変

わ
っ
て
落
ち
着
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
不
安
や
悩
み
が
あ
る
場
合
は
、
本
人
や
ご

家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
早
期
に
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
認
知
症
の
種
類
と
症
状

　
認
知
症
に
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
や
脳
血
管
性
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認

知
症
、
前
頭
側
頭
型
認
知
症
な
ど
、
い
く
つ

か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の

症
状
は
、中
核
症
状（
物
事
を
思
い
出
せ
な
い
、

時
間
や
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
る
な
ど
）
と
、

行
動
・
心
理
症
状
（
物
盗
ら
れ
妄
想
、
気
分

の
落
ち
込
み
な
ど
）
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま

す
。
行
動
・
心
理
症
状
は
、
環
境
や
人
間
関

係
な
ど
の
要
因
が
絡
み
合
っ
て
起
こ
る
も
の

で
、
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　
認
知
症
の
方
へ
の
対
応

　
認
知
症
の
中
核
症
状
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
動
が
で
て
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
の
対

応
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
何
度
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
た
り
、
物
を
置

き
忘
れ
て
誰
か
の
せ
い
に
し
た
り
す
る

▼
認
知
症
の
方
は
初
め
て
話
す
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
繰
り
返
し
説
明
し
た
り
、
置

き
忘
れ
は
一
緒
に
探
し
て
、
先
に
見
つ
け

た
と
き
に
は
本
人
が
見
つ
け
や
す
い
場
所

に
置
い
て
お
い
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

●
突
然
大
き
な
声
で
怒
鳴
る

▼
穏
や
か
に
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
声
を
か

け
た
り
、
興
奮
の
原
因
を
考
え
た
り
し
て

く
だ
さ
い
。
普
段
か
ら
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
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ご
家
族
が
認
知
症
状
に

　
　
気
づ
い
た
き
っ
か
け
は
？

　
母
の
場
合
は
、
老
人
性
の
認
知
症
で
は
な

く
、
く
も
膜
下
出
血
の
後
遺
症
で
、
認
知
症

状
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ

た
り
、
記
憶
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
り
し
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
持
病
も
な
く
、
元
気
だ
っ

た
の
で
、
介
護
を
す
る
と
は
全
く
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
認
知
症
状
な
ど
で

　
　
困
っ
た
こ
と
は
？

　
母
が
急
に
、「
昔
の
実
家
に
行
き
た
い
」
と

言
い
出
し
た
こ
と
に
戸
惑
い
ま
し
た
。「
銀
行

に
行
き
た
い
」「（
亡
く
な
っ
た
）
兄
に
会
い

に
行
き
た
い
」
と
言
う
こ
と
に
つ
い
て
は
否

定
せ
ず
、「
も
う
暗
く
な
る
か
ら
明
日
行
こ
う

ね
」
と
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
本
人
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
て
、「
明
日
一

緒
に
…
」
と
伝
え
る
こ
と
で
、
本
人
も
落
ち

着
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
排
泄
の
一
連
の
動
作
が
自
分
で
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
特
に
夜
間
の

ケ
ア
が
大
変
で
し
た
。
母
は
自
分
の
こ
と

は
で
き
る
だ
け
自
分
で
や
り
た
い
気
持
ち
を

持
っ
て
い
た
の
で
、
汚
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン

ツ
を
自
分
で
片
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
声
掛
け

を
し
た
り
、
ご
み
箱
の
位
置
を
工
夫
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増
え

ま
し
た
。

　
同
様
に
、
洗
濯
物
も
取
り
込
ん
で
お
く
と
、

以
前
か
ら
の
習
慣
で
た
た
ん
で
く
れ
ま
す
。

た
と
え
十
分
に
は
で
き
な
く
て
も
、
本
人
が

少
し
で
も
自
分
の
役
割
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
環
境
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
最
後
に
、
お
母
さ
ん
に
つ
い
て

　
　
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　
母
の
良
い
と
こ
ろ
は
、「
あ
り
が
と
う
」「
大

丈
夫
？
」
と
、
い
つ
も
気
配
り
の
声
を
か
け

て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
友
人
と
の
食
事
会
も
続
い
て
お
り
、
本
当

に
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
す
よ
。
付
き
合
い

が
変
わ
ら
ず
に
で
き
て
い
る
こ
と
も
気
持
ち

の
穏
や
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

☆
石
川
さ
ん
ご
夫
妻
は
、「
介
護
す
る
家
族
が

気
楽
に
や
ら
な
い
と
大
変
で
す
。
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
を
う
ま
く
利
用
し
て
休
む

こ
と
も
大
切
。
ま
た
、
職
場
や
無
尽
で
の

会
話
も
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
介
護
は
先
が
見
え
ず
、
家
族
が
共
倒
れ
に

な
る
心
配
も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
は
、
誰

も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気

で
す
。
心
配
事
や
悩
み
が
あ
る
と
き
は
、

抱
え
込
ま
ず
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
そ
の
人

が
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
病
気
に
よ
り
で
き
な
く
な
っ
た
部
分
を
周

囲
が
支
援
し
た
り
、
上
手
に
対
応
す
る
こ

と
で
、
以
前
と
同
じ
生
活
を
続
け
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
を
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
協
力
者

　
甲
州
市
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

　
や
さ
し
い
手
甲
府　
甲
州
事
業
所

突
然
の
病
か
ら
認
知
症
介
護

～
認
知
症
状
が
あ
っ
て
も

今
ま
で
ど
お
り
の
関
わ
り
方
で
～

　
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
認
知
症
状
へ
の
対
応

に
悩
み
な
が
ら
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
方
法
を
紹

介
す
る
に
あ
た
り
、
お
母
さ
ん
の
介
護
を
約

13
年
続
け
て
い
る
石
川
さ
ん
ご
夫
妻
に
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粗大ごみの拠点回収を開始します（有料）
　甲州市環境センターごみ処理場への家庭系粗大ごみの持ち込み終了に伴い、市内１２会場で拠点回収
を実施します。

ここが変わります
ポイント１：電話で事前予約が必要です。
ポイント２：納入通知書を発送しますので、予約収集日までに支払いをお願いします。
ポイント３：１世帯で粗大ごみとして出せるのは、１会場あたり５品目までです。
ポイント４：申込時に予約した拠点回収場所に粗大ごみを出します。

粗大ごみとは
　市環境センターごみ処理場で受け入れを行ってきた燃える粗大ごみ（たんす、布団、テーブル、カーペッ
トなど）、燃えない粗大ごみ（自転車、ストーブ、掃除機、電子レンジ、扇風機など）が該当します。

新たな粗大ごみの収集方法
●収集回数 ： 可燃粗大ごみ３０回、不燃粗大ごみ１５回
●収集方法 ： 事前予約制で有料の拠点回収
●収集会場（いずれの会場にも予約が可能です）

市役所本庁舎東側駐車場、甲州市民文化会館南側駐車場、ＪＡ奥野田第一共撰所、ＪＡ中萩原共撰所、
神金公民館、ＪＡ玉宮支所共撰所、ＪＡ松里果実支所共撰所、市役所勝沼支所南側駐車場、勝沼図書館
北側駐車場、勝沼健康福祉センター北側駐車場、勝沼ぶどうの丘第４駐車場、大和スポーツ公園駐車場

粗大ごみ拠点回収の仕組み
①事前に電話または環境政策課窓口で申し込みを行ってください。
②収集日当日までに納入通知書（品目の合計金額が記載）により
　金融機関等で支払いをお願いします。
③排出者が拠点回収場所へ指定日に直接持ち込んでください。

令和３年４月から

※予約の連絡先、収集場所、収集日、品目別料金のお知らせは、広報３月号と併せて配布いたします。
※予約開始は４月１日からとなります。

問環境政策課　廃棄物対策担当　☎３３ ‐ ４４０４

申請者 市受付

申し込み
（電話・市窓口） NNN 電話または窓口受付

（品目・サイズ・個数など）

P
手数料の納付 MMM

拠点回収場所および収集日の指定、
手数料の納入通知書発送

P P
指定日に拠点回収場所
へのごみの排出

手数料の納付確認および粗大ごみの
確認後、対象物の収集
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令和２年１１月の医療費
医療費全体 ２億７，１５９万円 （前年同月比 ＋１,１４７万円）
１人当たり医療費 ３０，９１８円 （前年同月比 ＋２,２２９円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

第三者行為でケガや病気をしたときは届け出を !
　国民健康保険に加入している方が、交通事故など第三者の行為によってケガなどをした場合も、保険証を使っ
てお医者さんにかかることができます。
　ただし、その際は市役所・国保担当窓口への「第三者行為による傷病届」の提出が義務付けられています。
　ケガなどを治療するためにかかった医療費は、第三者（加害者）が本来負担するべきもので、いったん国保が
立て替えますが、あとで国保から第三者側（加害者や保険会社）に請求するからです。

【交通事故にあったとき】
　交通事故でケガをした場合、被害者に過失のない限りはその治療費は加害者が全額負担することが原則です。
従って保険証を使って治療を受けたときは、国保が、本来加害者が負担すべき医療費を一時立て替えて支払い、
あとから被害者に代わって加害者に請求することになります。

●警察や救急に連絡 事故後の手続きのためにも、小さな事故でも必ず警察に連絡しましょう。
もちろん負傷者の救護を最優先し、必要に応じて救急車を呼びましょう。

●相手を確かめる 相手の連絡先や運転免許証、自賠責保険・任意保険などを確認しましょう。
安易にお金を受け取ったり、示談に応じたりするのはやめましょう。

●国保の窓口へ連絡 まずは市役所・国保担当窓口に、事故で受傷したことを電話連絡しましょう。
できるだけ早く必要書類を提出しましょう。

6	提出いただいた書類をもとに、市（国保連合会）が
 第三者側（加害者や損害保険会社）と連絡を取り、
 医療費の請求などの交渉を行います。

■電話連絡・届出提出先
　戸籍住民課　国保・年金担当
　（市役所本庁舎　１階１番窓口）
　☎３２ ‐ ２１１１（内１０２２・１０２３）

届け出に必要なもの
（交通事故の場合）

・第三者行為による被害届
・事故発生状況報告書
・交通事故証明書
・念書
・誓約書
・マイナンバーと本人確認書類
・保険証
・印鑑　など

第三者の行為によるケガ・病気とは？

　　　　　　　交通事故にあった　　　　　　　　他人の飼い犬に噛まれた

暴力行為を受けた
飲食店での食中毒にあった
スキー場での接触事故 など

　　こんなときは国保が使えません      
・仕事中や通勤中の事故（労災保険の対象となります）
・飲酒運転や無免許運転などの不法行為（国保の給付が制限されます）

いきいきライフ通信
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koshu chi ld smi le 子育て応援情報

児童センター・イベント【無料】
◦東雲ふれあい親子館

ベビーマッサージ
２月４日（木）　　 午前１０時３０分～
おおむね１歳までのお子さんと保護者
バスタオル

問東雲ふれあい親子館　☎４４ ‐ ３７２３

◦塩山南児童センター
ベビーマッサージ＆足型アート
２月１８日（木）　　 午前１０時３０分～
おおむね１歳までのお子さんと保護者
バスタオル

問塩山南児童センター　☎３３ ‐ ７９００

◦塩山北児童センター
ベビーマッサージ
２月２５日（木）　　 午前１０時３０分～
おおむね１歳までのお子さんと保護者
バスタオル

問塩山北児童センター　☎３３ ‐ ７８００

「お子さんの大事な歯を守りましょう！」
　昨年度の幼児健診の結果をみると、２歳児健診でむ
し歯が見つかるお子さんが増え始め、３歳児健診では
４人に１人のお子さんにむし歯あり（治療済み含む）
という結果でした。
　乳歯は発音や永久歯の歯並びにも影響を及ぼします
ので、「いずれ生え変わるから、むし歯になっても大
丈夫」と思わず、早いうちからの取り組みが大切です。

■令和元年度幼児健診う歯（むし歯）保有率【甲州市】

ポイント１ ★〝仕上げ磨き〟
歯が生えてきたら歯ブラシを始めましょう！お口の中に食べ物の残りカスが
残っていると、それを栄養にしてむし歯になってしまいます。
特に夜は唾液の量が減り、むし歯になりやすいため、寝る前の“仕上げ磨き”
はとても大切です。
歯磨きができないときは、食後にお水を飲んだり、ゆすぐだけでも、むし歯
菌の力を弱まらせてくれます！

ポイント２ ★〝おやつの時間を決める〟
お菓子や飴、ジュースなどをちょこちょこ食
べると、お口の中が酸性に傾いてむし歯にな
りやすくなります。おやつの時間を決めま
しょう！

ポイント３ ★〝かかりつけ歯科医をもつ〟
乳歯はむし歯の進行が早いため、むし歯になる前
に健診を受けることが大切です。
歯磨きの仕方などアドバイスしてくれる、かかり
つけ歯科医をもつと安心です！

◎できることから、実行してみましょう！
お子さんの歯についてお困りのことがありましたら、ご相談ください。

問健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１２・７８１３

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象
：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

0%
5.0%
10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%
40.0%

1歳6ヶ月 2歳 3歳 5歳

1.3% 3.8%

25.7%

38.2%

1.3% 3.8%

25.7%

38.2%

◎お子さんの大切な歯を守るためのポイント３か条
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「いつまでもいきいきと生活するために」
　市では、高齢になっても住み慣れた地域で生活できるよう、地域
と行政・医療・介護・福祉等の専門家が協力し合う地域づくりに取
り組んでいます。
　この地域づくりには、一人ひとりの「自ら生活の課題を解決する
力」と「支え合って解決する力」が大切です。今後、介護や支援を
必要とする方の増加が見込まれる中、誰もが迎える「高齢期」を安心して過ごせる地域をつくるために、
自分でできることを考え、今日から始めてみましょう。

●実際の相談の例をご紹介します。～Ａさん（７５歳・男性）の例～
　Ａさんは、転倒して足を骨折し、１ヵ月ほど入院しました。退院後、足の骨折は治ったものの、入院
中に筋力が衰えて歩くのがおぼつかない状態となり、外出することができなくなりました。そこで、地
域包括支援センターに相談し、短期集中型プログラム「ももたろう塾」に参加することになりました。
　短期集中型プログラムは、骨折などをきっかけに、できていたことができなくなったり、自信がない
方などが利用するプログラムです。リハビリ専門職により作成された個別の体操や体力を回復するため
の食事、かんだり飲み込んだりするための口腔内ケア等のメニューなど、自宅でも実施していただける
取り組みです。Ａさんはこのプログラムに参加し、毎日の体操や食事にも気を付けたことで、３ヵ月後、
元気に回復し、以前のように散歩や買い物に一人でも出かけられるようになりました。それだけでなく、
地域包括支援センターからの提案で、「おたすけサポーター養成講座」を受講し、一人暮らしで困ってい
る方のちょっとしたお手伝いをするサポーター活動も行い、いきいきと生活されています。
　骨折や病気だけでなく、加齢に伴い大変になってくる
ことが少しずつ増えていく中、早めに改善への取り組み
を続けることで、Ａさんのように回復することもありま
す。地域包括支援センターでは、介護保険制度を中心と
した生活への困りごと相談をお受けし、できる限り元気
な生活を送るための支援を行っています。今からできる
ことを始めてみませんか。

問甲州市地域包括支援センター　☎３２ ‐ ５６００

「健幸ポイントこうしゅう」参加者の皆さまへ

～ポイント獲得期間は２月末までです～
　「健幸ポイントこうしゅう」のポイント対象事業の実施は２月末までとなります。
まだ５０ポイント獲得に満たない方は、次のコースに参加し、ポイントを貯めて
お得な特典をゲットしましょう。

☆運動コース　　　　　　□ある～くこうしゅうウォーキングイベントに参加する。
☆毎日チャレンジコース　□自分で健康づくりの目標を決めて、４週間チャレンジする。
☆食コース　　　　　　　□メニュー提供店で野菜たっぷりメニュー・バランスメニューを食べる。
☆健診コース　　　　　　□健康診断を受ける。
※詳細は市ホームページまたは参加申込時の冊子をご覧ください。

問健康増進課　健康企画・地域医療担当　☎３２ ‐ ５０１４
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Ｃファイターズ・佐藤一樹主将が
母校・大和中学校で講演
　１２月１６日、ラグビー・トップイーストリーグ・
クリーンファイターズ山梨の佐藤一樹主将が母校の
大和中に凱旋。夢を叶えるために信念となる言葉を
見つけることの大切さを伝えました。
　佐藤さんは、中学時代の先生が教えてくれた

「Never too late（決して遅すぎることはない）」
という言葉を胸に刻んでいると話しました。

オリンピアン・佐野夢加さんが
勝沼中学校で講演
　１２月１１日、ロンドン五輪陸上女子４×１００
ｍリレーに出場した佐野夢加さんが勝沼中で講演。
　体育館と教室をリモートでつなぎ、全校生徒が夢
に向かって挑戦した佐野さんの話を聞きながら、夢
の実現のために強い意志を持つことを学びました。
　また、講演後はグラウンドで、佐野さんから走り
方の姿勢などを伝授されました。

日本ハンドボールリーグ
所属選手が少年団を指導
　１２月２８日、塩山体育館でハンドボールクリ
ニックを開催しました。
　市ハンドボールアンバサダー・水野裕矢さん（琉
球コラソン社長）プロデュースのもと、荻原良太選
手、樋川卓選手（湧永製薬）、八巻雄一選手（トヨ
タ紡織）、佐藤草太選手（琉球コラソン）、古屋悠生
選手（豊田合成）などが集結。
　甲州市・山梨市のスポーツ少年団約８０名が、ポ
ジションごとに指導を受けました。最後は選手と親
善試合を楽しみ、最高の投げ納めとなりました。

※レアリゼ：フランス語で「夢を叶える」「実現する」

甲州市夢プロジェクト「Rèaliser」を開催
　甲州市２０２０東京オリンピックフランスハンドボールチーム交流事業実行委員会は、１２

月１１日・１６日・２８日に、甲州市夢プロジェクト「Rèaliser」※を開催しました。

　オリンピアン・パラリンピアンや市にゆかりのあるアスリートを小中学校などに派遣する事

業で、今回は、佐野夢加さん（陸上）、佐藤一樹さん（ラグビー）、甲州市・山梨市出身の日本

ハンドボールリーグ所属選手等を講師にお招きしました。
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◆ひな飾り展示会場◆
●重要文化財　旧高野家住宅「甘草屋敷」
 ☎３３ ‐ ５９１０
　・時間　　午前９時～午後４時３０分（期間中無休）
　・入館料　大人：３１０円／小人：２００円
　※感染症対策に伴い、入場制限あり（２０名まで）

●恵林寺「武田信玄公宝物館」 ☎３３ ‐ ４５６０
　・時間　　午前９時～午後５時（４月を除き木曜日定休）
　・入館料　大人：５００円／小人：１００円
●近代産業遺産「宮光園」 ☎４４ ‐ ０４４４
　・時間　　午前９時～午後４時３０分（火曜日定休）
　・入館料　２０歳以上：２００円
　　　　　　２０歳未満：１００円

市統計調査員が
統計功績者表彰を受賞
　昨年１１月、令和２年度山梨県統計功績者表彰式
が行われました。長年の統計事業への貢献を評価さ
れ、本市の統計調査員が総務大臣表彰等を受賞しま
した。なお、表彰の内容は次のとおりです。
●総務大臣表彰：丹澤千恵子さん（休息・写真右）
●農林水産大臣表彰：古屋薫さん（下粟生野・写真
　左）、南淳一さん（中萩原）、向山敏さん（竹森）
●県統計功績者表彰：小川明美さん（千野）

高校生と大人の
本音の語らい場
　１２月１４日、甲州市社会教育委員の会は、塩山
高校商業科３年生２０名と、「高校生の目を通して
地域を考えよう」をテーマに、ワークショップを開
催しました。
　今回は、「新型コロナウイルスに強いまちづくり」
を題材に、委員と生徒が意見を出し合いました。コ
ロナに負けないまちづくりを実現するため、今後の
生活に必要な事柄を考える機会となりました。

【協賛展示会場】
ドライブイン「信玄館」／ハーブ庭園旅日記／大菩
薩の湯／道の駅「甲斐大和」／ＪＲ東日本「塩山駅」・

「勝沼ぶどう郷駅」／勝沼ぶどうの丘／旧田中銀行
博物館／市役所本庁舎１階ロビー
※事前に各施設の開館状況をご確認いただき、ご来

場ください。 問観光商工課　交流イベント担当　☎３２‐２１１１（代）

第１９回甲州市えんざん桃源郷

ひな飾りと
桃の花まつり
２月１１日（木・祝）
　～４月１８日（日）

Information
＊甘草屋敷特産品販売所　☎３３ ‐ ５９１７
　枯露柿の柚子巻きや甘酒、市の特産品を販売して
います。ひな飾りをご覧になった後は、ぜひお立ち
寄りください。
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　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　
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情

報

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

出
張
申
請
窓
口
を
開
設

２
月
17
日
（
水
）

午
前
９
時
～
11
時
30
分

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
１
階

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

２
月
25
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

大
和
公
民
館　
１
階　
大
会
議
室

◦
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類
２
点
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
等
）

・
通
知
カ
ー
ド

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方

の
み
）

※
顔
写
真
の
撮
影
有
り

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
方
法

　
申
請
か
ら
１
ヵ
月
程
度
で
交
付
通
知
書

（
は
が
き
）
が
ご
自
宅
に
届
き
ま
す
。

内
容
を
確
認
の
う
え
、
戸
籍
住
民
課
窓

口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
け

取
り
の
際
に
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
申
請
の
際
に
本
人
確
認
お
よ
び
必
要
書

類
の
確
認
が
で
き
た
方
に
は
、
本
人
限

定
受
取
郵
便
で
ご
自
宅
に
郵
送
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
戸
籍
住
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
１

休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

関
係
の
手
続
き
が
で
き
ま
す

２
月
27
日
（
土
）

午
後
１
時
～
５
時

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
戸
籍
住
民
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
申
請
、
受
け
取
り
、

更
新
、
暗
証
番
号
変
更
・
初
期
化
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
・
申
し
込
み

◦
予
約
方
法

　
２
月
26
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
住
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
１

令
和
３
年
度　
交
通
災
害
共
済

加
入
受
付
を
開
始
し
ま
す

加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合

に
、
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
る
相
互
救
済
制
度
で
す
。

　

掛
金
は
一
人
に
つ
き
年
間
５
０
０
円

で
、
共
済
期
間
は
４
月
１
日
（
中
途
加

入
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）
か
ら
令
和

４
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご
加
入
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
受
付
は
、
２
月
１
日
（
月
）
か
ら
開
始

と
な
り
ま
す
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
５
０
６
８

　
勝
沼
支
所　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
☎
48
‐
２
１
１
１

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

国
民
年
金
保
険
料
を
「
う
っ
か
り
忘
れ

て
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
」「
忙

し
く
て
金
融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ

で
支
払
う
時
間
が
な
い
」
と
い
う
方

は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
保
険
料

が
割
引
さ
れ
、
お
得
で
す
。

◦
口
座
振
替
で
の
振
替
方
法

　
次
の
５
種
類
か
ら
選
ん
で
お
申
し
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。

①
２
年
前
納
（
４
月
～
翌
々
年
３
月
分
・

割
引
あ
り
）

②
１
年
前
納
（
４
月
～
翌
年
３
月
分
・
割

引
あ
り
）

③
６
ヵ
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
、
10
月

～
翌
年
３
月
分
・
割
引
あ
り
）

④
当
月
末
振
替
（
早
割
・
割
引
あ
り
）

※
本
来
の
納
付
期
限
よ
り
１
ヵ
月
早
く
振

替
す
る
方
法
で
す
。

⑤
翌
月
末
振
替
（
割
引
な
し
）

◎
口
座
振
替
で
の
前
納
の
お
申
し
込
み
は

お
早
め
に

　

口
座
振
替
で
の
令
和
３
年
度
１
年
前

納
、
６
ヵ
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
）、

２
年
前
納
の
締
め
切
り
は
、
２
月
末
日

ま
で
に
年
金
事
務
所
必
着
で
す
。
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
甲
府
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
４
１

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
願
い

◎
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

令
和
２
年
１
月
２
日
か
ら
令
和
３
年
１

月
１
日
ま
で
に
家
屋
を
新
築
（
増
築
）

さ
れ
た
方
に
は
、
評
価
額
算
出
の
た
め

家
屋
調
査
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
日
程
は
事
前
に
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
（
調
査
は
１
時
間
程
度
で
す
）。

　
ま
た
、
令
和
３
年
１
月
２
日
以
降
に
家

屋
を
新
築
（
増
築
）
さ
れ
た
方
に
は
、

翌
年
度
（
４
月
以
降
）
に
家
屋
調
査
の

依
頼
を
し
て
い
ま
す
が
、
入
居
前
な
ど

早
め
の
調
査
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
４
２
２
・
１
４
２
３
）

固定資産税第４期および
国民健康保険税第８期の
納 期 限 に つ い て

３月１日（月）が納期限です。
納め忘れのないようお願いします。

※口座振替の方は、３月１日（月）に引き落
としされますので、前日までに残高をご確
認ください。

◎納税相談を収納課窓口で随時行っています。
問収納課　収納担当　☎３２ ‐ ５０７４

要
予
約
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凍結から水道管を守りましょう!
凍結させないために・・・
＊屋外にある蛇口に保温材や電熱線を巻くなど、水道
管を保温しましょう。

＊メーターボックス内に布や発泡スチロールを入れて、
メーター器を保温しましょう。

＊長期間不在になるときは、水抜き栓を操作して水道
管の中の水を抜きましょう。

＊他の対策ができないときは、少量の水を出すことで
凍結防止ができます。

　（水量に応じて水道料金も増加しますので、ご注意ください）

もし凍結してしまったら・・・
＊水道管が凍結・破損したときは、甲州市指定水道工事
業者に修理を依頼してください。

　（工事業者一覧表は、甲州市ホームページをご覧ください）

※熱湯をかけると、
　　　　水道管が破損する危険あり!
※熱湯をかけると、
　　　　水道管が破損する危険あり!

問上下水道課　☎３２‐２１１１

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

後
期
高
齢
者
に
係
る
医
療
費

通
知
発
送
時
期
の
お
知
ら
せ

75
歳
以
上
の
方
の
医
療
費
の
お
知
ら
せ

に
つ
い
て
、
令
和
２
年
１
月
か
ら
12
月

診
療
の
１
年
間
分
を
ま
と
め
て
２
月
末

に
発
送
し
ま
す
。

※
昨
年
度
ま
で
は
複
数
回
に
分
け
て
医
療

費
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
医

療
費
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る
方
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
回
数
を
年
１
回
に
変

更
し
ま
し
た
。

問
戸
籍
住
民
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
５
１
７
３

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
５
５
‐
２
３
６
‐
５
６
７
１

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

療
養
費
申
請
書
を
発
送
し
ま
す

３
月
上
旬
か
ら
、
高
額
医
療
・
高
額
介

護
合
算
療
養
費
の
申
請
書
を
該
当
の
方

へ
郵
送
し
ま
す
。

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制

度
と
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
基
準

額
を
超
え
た
金
額
を
高
額
介
護
合
算
療

養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

◦
支
給
基
準

・
計
算
対
象
期
間
は
、
令
和
元
年
８
月
１

日
か
ら
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
で
す
。

・
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己

負
担
額
が
あ
り
、
自
己
負
担
額
の
合
計

が
基
準
額
を
超
え
た
世
帯
で
す
。

・
高
額
療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
金
額
は
、
自

己
負
担
額
か
ら
差
し
引
い
て
計
算
し
ま

す
。

※
医
療
分
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
方
に
は
市
か
ら
、
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
に
は
広
域
連

合
か
ら
支
給
さ
れ
、
申
請
か
ら
支
給
ま

で
２
～
３
ヵ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　
介
護
分
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
医
療
分

支
給
（
不
支
給
）
決
定
後
に
市
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

◦
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

　
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
、
支
給
申
請
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
、
印
鑑
、
振
込
先
の

口
座
が
わ
か
る
も
の
、
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
等
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

確
認
で
き
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）

◦
申
請
先

　
戸
籍
住
民
課　
国
保
・
年
金
担
当

※
令
和
２
年
７
月
31
日
時
点
で
、
住
所
が

市
外
に
あ
っ
た
方
は
、
そ
ち
ら
の
市
区

町
村
の
医
療
保
険
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
の
時
効
は
、
通
知
が
お
手
元
に
届

い
て
か
ら
２
年
間
で
す
。
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
早
期
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
戸
籍
住
民
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
５
１
７
３

問
介
護
支
援
課　
介
護
保
険
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
６

中学校再編に関する
説明会の開催について

　市では、中学校再編に関して、大和中学校と勝沼中
学校の統合ならびに塩山地域４校の統合の方針を決定
いたしました。
　市民の皆さまにご説明させていただくため、次のと
おり説明会を開催いたします。
◦塩山地域
　 ２月１８日（木）　 午後７時～
　 甲州市民文化会館　ホール
◦勝沼地域
　 ２月１７日（水）　 午後７時～
　 勝沼市民会館　２階　大会議室
◦大和地域
　 ２月１５日（月）　 午後７時～
　 大和ふるさと会館　まほろばホール
※ご参加いただける方は、マスクの着用および当日受

付での検温にご協力をお願いします。
問教育総務課　教育総務担当
　☎３２ ‐ １４１２
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令
和
３
年
度　
甲
州
市
在
宅

高
齢
者
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

◎
甲
州
市
ら
く
ら
く
お
出
か
け
サ
ー
ビ
ス

身
体
状
況
等
に
よ
り
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
高
齢
者
の
方
へ
、
介
護
予
防
の
た
め

の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

①
～
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
総
合
事
業
対
象
者
ま
た
は
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
で
、
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方

②
老
衰
、
心
身
の
障
害
、
傷
病
等
に
よ
り

一
般
の
交
通
機
関
（
バ
ス
・
鉄
道
）
の

利
用
が
困
難
で
、
週
１
回
以
上
外
出
機

会
が
な
い
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方

③
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

④
甲
州
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
回
数
券
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
方

◦
事
業
内
容

　
７
４
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を
年
間
24
枚

を
上
限
に
交
付
し
ま
す
。

◎
甲
州
市
介
護
用
品
支
給
サ
ー
ビ
ス

寝
た
き
り
、
ま
た
は
認
知
症
等
に
よ
り

常
時
失
禁
状
態
の
方
へ
、
紙
お
む
つ
な

ど
の
介
護
用
品
購
入
券
を
交
付
し
ま

す
。

①
～
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
要
介
護
４
以
上
で
、
市
内
在
住
の
方

②
寝
た
き
り
、
ま
た
は
認
知
症
等
に
よ
り

常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
方

③
毎
月
お
お
む
ね
５
，
０
０
０
円
以
上
の

介
護
用
品
を
必
要
と
す
る
方

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※
申
請
時
に
は
、
前
月
の
領
収
書
（
介
護

用
品
を
５
，
０
０
０
円
以
上
購
入
し
た

際
の
領
収
書
）
の
添
付
が
必
要
で
す
。

◦
事
業
内
容

　
２
，
５
０
０
円
の
介
護
用
品
購
入
券
を

年
間
24
枚
を
上
限
に
交
付
し
ま
す
。

◦
購
入
券
で
利
用
で
き
る
介
護
用
品

　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、
お
し
り

拭
き
、
使
い
捨
て
手
袋

◎
甲
州
市
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

寝
た
き
り
等
に
よ
り
座
位
の
保
持
に
支

障
が
あ
り
、
理
容
院
や
美
容
院
に
出
向

く
こ
と
が
困
難
な
方
へ
、
訪
問
理
美
容

サ
ー
ビ
ス
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。

①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
総
合
事
業
対
象
者
ま
た
は
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
で
、
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方

②
寝
た
き
り
等
に
よ
り
座
位
の
保
持
に
支

障
が
あ
る
方

③
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
で
代
替
で
き
る
場
合

は
対
象
外
で
す
。

◦
事
業
内
容

　

一
般
的
な
散
髪
の
み
に
利
用
で
き
る

３
，
０
０
０
円
分
の
訪
問
理
美
容
券
を

年
間
６
枚
を
上
限
に
交
付
し
ま
す
。

※
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
利
用

者
は
、
訪
問
理
美
容
券
と
は
別
に
、
利

用
料
１
，
０
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

◎
甲
州
市
軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

日
常
生
活
に
支
障
と
な
る
家
屋
内
外
の

軽
微
な
修
繕
や
整
備
等
が
身
体
状
況
に

よ
り
困
難
な
方
に
対
し
、
１
回
６
，
４

０
０
円
を
上
限
に
年
２
回
ま
で
支
援
し

ま
す
。

①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
総
合
事
業
対
象
者
ま
た
は
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
で
、
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
で
独
居
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
方

②
家
周
り
の
軽
微
な
修
理
や
整
備
等
を
行

う
支
援
者
が
い
な
い
方

③
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

■
各
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
方
法

◦
申
請
受
付　
４
月
１
日
（
木
）
～

◦
申
請
窓
口　
介
護
支
援
課

※
申
請
に
は
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま

た
は
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

の
意
見
書
が
必
要
で
す
。
利
用
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
施
設
入
所
者
ま
た
は
入
院
中
の
方
は
、

対
象
外
で
す
。

問
介
護
支
援
課　
介
護
予
防
担
当

　
☎
34
‐
５
４
３
４

甲
州
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）
に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

◦
閲
覧
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
市
役
所
本
庁
舎　
介
護
支
援
課

・
市
役
所
勝
沼
支
所
・
大
和
支
所

◦
募
集
期
間

　
２
月
12
日
（
金
）
ま
で

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
対
象
者

①
市
内
在
住
の
方

②
市
内
に
通
勤
・
通
学
の
方

③
市
内
で
事
業
ま
た
は
活
動
を
行
う
法

人
・
団
体

④
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
個
人
・
法
人
・

団
体

⑤
そ
の
他
計
画
に
関
し
具
体
的
な
利
害
関

係
の
あ
る
個
人
・
法
人
・
団
体

◦
提
出
方
法

　
任
意
の
様
式
に
、
氏
名
、
住
所
を
記
入

の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

持
参
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

※
電
話
や
口
頭
に
よ
る
ご
意
見
は
お
受
け

い
た
し
か
ね
ま
す
。

◦
提
出
先

①
郵
送
宛
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

　
介
護
支
援
課　
介
護
保
険
担
当

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　
20
‐
６
１
６
７

③
メ
ー
ル　

kaigo@
city.koshu.lg.jp

④
持
参
提
出
先

　
介
護
支
援
課
、
勝
沼
・
大
和
支
所

◦
そ
の
他

・
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
市
の
考
え
と
と

も
に
公
表
し
ま
す
。

・
ご
意
見
等
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

問
介
護
支
援
課　
介
護
保
険
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
６

甲州市社会福祉協議会へ
　●故 小俣　春江 さま（菱山）
　　　　　　　　　　ほか匿名２名さま
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甲
州
市
食
生
活
改
善
推
進
員

募
集食

生
活
改
善
推
進
員
は
、
市
が
開
催
す

る
養
成
講
習
を
受
講
後
、
市
長
の
委
嘱

を
受
け
、
地
域
で
食
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
２
１
６
名
の
食
改
さ
ん
が
、
減
塩

の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
た
家
庭
訪
問

に
よ
る
塩
分
濃
度
測
定
や
こ
ど
も
料
理

教
室
の
開
催
、
簡
単
に
で
き
る
運
動
の

紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
毎
年
度
、
養
成
講
習
を
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
対
象　

・
お
お
む
ね
62
歳
以
下
の
方
（
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
）

・
講
習
修
了
後
、
地
域
で
食
生
活
改
善
推

進
活
動
を
実
施
で
き
る
方

※
受
講
に
あ
た
っ
て
は
、
区
か
ら
の
推
薦

が
必
要
に
な
り
ま
す
（
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

◦
令
和
３
年
度
養
成
講
習

・
５
月
～
令
和
４
年
２
月
ま
で
の
間
、
６

回
を
予
定

※
受
講
希
望
の
方
は
、
３
月
17
日
（
水
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

　
☎
33
‐
７
８
１
２

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

能
力
開
発
講
座
等
の
ご
案
内

◦
３
月
開
催
予
定
講
座

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
応
用

※
講
座
内
容
、
日
程
、
定
員
、
受
講
料
、

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
32
‐
５
２
０
２

シ
ニ
ア
世
代
（
55
歳
以
上
）

合
同
就
職
面
接
会

２
月
９
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
入
場
時
間
指
定

山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　
か
い
て
ら
す　
３
階　
大
ホ
ー
ル

55
歳
以
上
の
求
職
者

◦
定
員　
１
０
０
名

問
や
ま
な
し
シ
ニ
ア
世
代
就
労
推
進
協
議
会

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
７
７
７

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

令
和
３
年
度　
学
生
募
集

新
た
な
生
き
が
い
づ
く
り
と
仲
間
づ
く

り
で
、
健
康
で
活
力
に
満
ち
た
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
ま

す
。
シ
ニ
ア
の
生
涯
学
習
の
場
・
山
梨

こ
と
ぶ
き
勧
学
院
で
学
び
ま
せ
ん
か
。

◦
入
学
案
内
・
募
集
要
項
配
布

　
甲
州
市
中
央
公
民
館
、
勝
沼
中
央
公
民

館
、
勝
沼
支
所
、
大
和
支
所
、
県
教
育

事
務
所
等
で
配
布

◦
出
願
受
付
期
間

　
２
月
１
日
（
月
）
～
３
月
15
日
（
月
）

◦
修
業
年
限

　
２
年
（
１
年
間
に
25
講
座
実
施
）

◦
講
座
日

　
原
則
火
曜
日
（
月
平
均
２
回
）

入
学
後
、
基
本
学
習
費
１
６
，
０
０
０

円
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
（
甲
府
方
面
）

　
☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
６
９
４
７

富
士
山
五
合
目

公
園
利
用
指
導
員
・

自
然
解
説
員　
募
集

富
士
山
五
合
目
周
辺
で
自
然
解
説
や
自

然
保
護
の
啓
発
等
を
行
っ
て
い
た
だ

く
、
公
園
利
用
指
導
員
と
自
然
解
説
員

を
募
集
し
ま
す
。

◦
募
集
人
員

・
公
園
利
用
指
導
員　
５
名
程
度

・
自
然
解
説
員　
　
　
20
名
程
度

◦
勤
務
期
間

　
５
月
１
日
～
10
月
31
日

※
事
務
局
の
要
請
に
よ
り
勤
務
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◦
勤
務
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

◦
勤
務
地

　
富
士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
富
士
山
五
合
目
周
辺

◦
賃
金

　
日
給
７
，
４
５
０
円

※
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
応
募
方
法

　
３
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
書
類
を
添
付

の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
富
士
山
五
合
目
周
辺
公
園
利
用
協
議
会

　
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合　
森
林
事
業
部
森
林
環
境
課

　
☎
０
５
５
５
‐
２
２
‐
３
３
５
５

　
oshinrinbunka@

onshirin.jp

甲
府
地
方
法
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

不
動
産
や
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
証

明
書
等
の
取
得
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
簡
単
・
お
得
に
請
求
で
き
る

「
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
」
と
い
う
方

法
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◦
請
求
方
法

⑴「
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス

テ
ム
」

　
（https://w

w
w

.touki-kyoutaku-
online.m

oj.go.jp/

）
へ
ア
ク
セ
ス

⑵
申
請
者
情
報
の
登
録
（
初
回
の
み
）

⑶
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

必
要
事
項
を
入
力
し
て
送
信

⑷
手
数
料
を
電
子
納
付
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は
ペ
イ
ジ
ー
機
能

の
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
支
払
い
）

◦
メ
リ
ッ
ト

⑴
手
数
料
が
安
い
！

　
登
記
事
項
証
明
書
の
場
合
、
通
常
１
通

６
０
０
円
の
と
こ
ろ
、
郵
送
で
受
け
取

る
場
合
は
５
０
０
円
、
法
務
局
窓
口
で

受
け
取
る
場
合
は
４
８
０
円
に
な
り
ま

す
。

⑵
法
務
局
ま
で
行
か
な
く
て
も
よ
い
！

　
請
求
し
た
証
明
書
が
郵
送
で
届
き
ま
す

（
郵
送
料
は
法
務
局
負
担
）
の
で
、
法

務
局
へ
行
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

⑶
利
用
時
間
が
長
い
！

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
９
時

ま
で
利
用
可
能
で
す
。

問
甲
府
地
方
法
務
局　
登
記
部
門

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
８
６

要
申
込
・
無
料
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無
料
法
律
相
談

２
月
15
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
７
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
２
月
５
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

２
月
12
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
・
大
和
地
域
行
政
相
談

２
月
19
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
２
階

　
研
修
室
３

市
内
在
住
の
方

行
政
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所
開
設

２
月
５
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

恩
賜
林
記
念
館　
２
階　
和
室

◦
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
相
談

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

消
費
生
活
相
談

２
月
３
日
（
水
）・
10
日
（
水
）・
17
日

（
水
）・
24
日
（
水
）

午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
相
談
室

　
（
市
民
生
活
課
内
）

甲
州
市
お
よ
び
山
梨
市
内
在
住
の
方

◦
相
談
員　
消
費
生
活
相
談
員

消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
（
電
話

詐
欺
や
架
空
請
求
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

等
）
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

県
内
各
地
出
張
開
催

無
料
法
律
相
談
会

２
月
27
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
第
３
会
議
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
６
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
２
月
10
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
主
催

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー　
山
梨
地
方

事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
山
梨
）

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

相
続
登
記
の
無
料
相
談
会

２
月
14
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

街
の
駅
や
ま
な
し

相
続
登
記
、
土
地・建
物
の
名
義
変
更
、

遺
言
、
成
年
後
見
、
会
社
の
登
記
な
ど

※
相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内

※
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

問
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

２
月
22
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

街
の
駅
や
ま
な
し

相
続
・
遺
言
書
・
遺
産
分
割
、
農
地
利

用
関
係
、
会
社
等
法
人
設
立
、
各
種
営

業
許
可
、外
国
人
の
出
入
国
在
留
関
係
、

契
約
書
・
内
容
証
明
・
公
正
証
書
等
、

成
年
後
見
制
度
な
ど

※
相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内

※
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

問
山
梨
県
行
政
書
士
会

　
峡
東
支
部
（
髙
石
）

　
☎
０
８
０
‐
１
１
２
５
‐
８
６
２
３

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

２
月
24
日
（
水
）

午
前
の
部　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

山
梨
市
役
所　
西
館
２
階

　
２
０
３
会
議
室

年
金
請
求
手
続
き
、
年
金
受
給
者
の
死

亡
に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入
・
納

付
記
録
の
確
認
や
年
金
額
の
試
算
な
ど

※
相
談
時
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
等
）

お
よ
び
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
方
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

要
予
約

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約
・
無
料
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も
の
忘
れ
相
談

２
月
19
日
（
金
）

午
後
３
時
～

市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
国
際
交
流
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

最
近
忘
れ
や
す
く
な
り
心
配
な
方
や
、

も
の
忘
れ
が
出
て
き
た
方
へ
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
専
門
医
が
お
話
し
を
伺
い

ま
す
。

◦
申
込
方
法

　
２
月
16
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　

　
☎
32
‐
５
６
０
０

生
活
困
窮
者

窓
口
出
張
相
談

２
月
15
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
市
民
会
議
室
Ｂ

市
内
在
住
の
方

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
、
日
常
生

活
に
不
安
や
心
配
を
抱
え
て
い
る
方
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※
法
律
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
甲
州
市
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぶ
り
っ
じ

　
☎
44
‐
６
１
３
０　
ＦＡＸ
44
‐
３
０
３
５

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障

害
者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る

べ
き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

あ
ん
し
ん
相
談

随
時　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、
会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、

家
族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か

な
い
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
中
心

と
し
た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦
申
込
方
法　

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
そ
の
他

　
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
が
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

不
動
産
・
空
き
家
無
料
相
談
会

２
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
市
民
会
議
室
Ｂ

不
動
産
や
空
き
家
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
員
は
山
梨
県
宅
建
協
会
が
委
嘱
し

た
方
で
す
。

問（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
４
３
０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

２
月
16
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
本
庁
舎　
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼

を
し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
ま
た
、
開
設
日
に
限
り
電
話
で

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
毎
月
第
３
火
曜
日
に
開
設
予
定
で
す
。

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

成
年
後
見
制
度
・
相
続
・

遺
言
に
関
す
る
相
談
会

２
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
１
階

　
会
議
室

市
内
在
住
の
方

将
来
に
備
え
る
た
め
の
成
年
後
見
制

度
、
相
続
、
遺
言
書
の
作
成
等
に
つ
い

て
、
司
法
書
士
が
対
応
し
ま
す
。

◦
定
員　
４
名（
１
名
に
つ
き
40
分
以
内
）

※
２
月
１
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
44
‐
２
６
１
２

休
日
無
料
法
律
相
談

２
月
27
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
０
時
20
分

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会　
２
階

　
和
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
５
名（
１
名
に
つ
き
40
分
以
内
）

※
２
月
８
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

平
日
は
忙
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と

い
う
方
に
、
休
日
無
料
法
律
相
談
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
今
年
度
初
回
の
方
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
無
料
法
律
相
談
事
務
局

　
☎
44
‐
２
６
１
２

第
15
回
ふ
れ
あ
い
交
流
作
品
展

２
月
24
日
（
水
）・
25
日
（
木
）

勝
沼
市
民
会
館　
２
階　
大
会
議
室

◦
展
示
作
品

　
絵
画
、
工
芸
、
書
、
俳
句
な
ど
、
市
内

在
住
60
歳
以
上
の
方
の
作
品

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

新型コロナウイルスの感染拡大状況により、掲載している相談会等が延期・中止となる場
合があります。なお、参加にあたりましては事前検温およびマスクの着用をお願いします。

要
予
約
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

要
予
約

要
予
約
・
無
料

要
予
約

無
料
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市
民
教
養
講
座

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
座
」

◎
第
２
回
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
入
門
講
座
」
～
持

続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
～

２
月
12
日
（
金
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
大
会
議
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
40
名

筆
記
用
具

◦
講
師

　
内
田
智
之
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
な
し
代
表
理
事
）

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

塩
山
駅
南
・
赤
尾
を

訪
ね
て
フ
ッ
ト
パ
ス

２
月
20
日
（
土
）
※
小
雨
決
行

午
前
９
時
～
正
午

市
役
所
本
庁
舎　
東
側
駐
車
場（
集
合
）

◦
定
員　
15
名

◦
行
程

　
わ
だ
つ
み
平
和
文
庫
～
金
山
衆
池
田
家

屋
敷
跡
～
於
曽
屋
敷
～
大
石
神
社
～
仏

徳
山
涌
泉
寺
～
雨
敬
橋
～
赤
尾
橋
～
栄

久
山
法
蓮
寺
～
甘
草
屋
敷

◦
申
込
方
法

　
２
月
18
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
で
、
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
観
光
商
工
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
１
０
０
０

東
京
２
０
２
０
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

市
民
教
養
講
座
「
手
回
し
オ
ル

ガ
ン
の
ブ
ッ
ク
作
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

２
月
27
日
（
土
）

①
午
後
０
時
30
分
～
２
時
30
分

　
②
午
後
３
時
～
５
時

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
大
会
議
室

①
市
内
在
住
の
小
学
校
低
学
年
の
親
子

　
②
市
内
在
住
の
小
学
校
高
学
年
の
親
子

◦
定
員　
①
②
と
も
に
15
組

◦
講
師　
小
嶋
佑
樹
氏
（
プ
ロ
手
回
し
オ

ル
ガ
ン
奏
者
）

児
童
１
名
に
つ
き
５
０
０
円

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

第
15
回
甲
州
市
体
育
祭
り

支
部
対
抗
ゴ
ル
フ
競
技
の
部

３
月
27
日
（
土
）

塩
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

市
内
在
住
の
方

①
プ
レ
ー
費　
８
，
０
０
０
円

　
　
（
セ
ル
フ
プ
レ
ー
、
食
事
付
き
）

　
②
参
加
費　
　
２
，
０
０
０
円

◦
競
技
方
法

①
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ス
ク

ラ
ッ
チ
競
技
と
す
る
。

②
各
支
部
成
績
上
位
５
名
の
合
計
ス
ト

ロ
ー
ク
と
す
る
。

③
男
子
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
テ
ィ
ー
、
女
子
は

レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ィ
ー
を
使
用
す
る
。

◦
申
込
締
切
日　
３
月
12
日
（
金
）

◦
主
催　
甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
甲
州

市
教
育
委
員
会

◦
主
管　
甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ゴ
ル
フ

部
問
各
支
部
ゴ
ル
フ
部
長

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト

◎
富
士
山
の
日
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
と
富
士
山

科
学
研
究
所
の
両
館
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

に
挑
戦
し
た
方
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
両
館
と
も
先
着
25
名
ま

で
と
な
り
ま
す
。

２
月
20
日
（
土
）
～
23
日
（
火
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
最
終
入

館
は
午
後
４
時
ま
で
）

中
学
生
以
下
の
方

◎
企
画
展
「
富
士
山
と
養
蚕
～
信
仰
の
側

面
か
ら
～
」

養
蚕
が
盛
ん
に
な
っ
た
山
梨
県
な
ど
で

は
、
浅
間
神
社
（
木
花
開
耶
姫
命
）
が

養
蚕
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
信
仰
の
厚
か
っ
た

地
域
に
伝
来
し
た
資
料
か
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２
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（
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）
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富
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世
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究
ス
タ

ッ
フ
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‐
２
３
１
４

甲州市中央公民館（市民文化会館）
および塩山図書館 臨時休館のお知らせ

　電気設備改修工事に伴い、下記３日間を臨時休館
とさせていただきます。また、塩山テニス場につい
ても利用・予約の受付ができません。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いします。
●臨時休館日
　２月１３日（土）・１４日（日）・２１日（日）

問生涯学習課　公民館担当　☎３２ ‐ １４１１

要
申
込
・
無
料

要
申
込
・
無
料

要
申
込

勝沼ぶどうの丘
全館臨時休館のお知らせ

　館内施設点検および新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、下記の期間を全館臨時休
館とさせていただきます。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願い
します。

●期間　２月２８日（日）まで

無
料
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大会次第 
１部 子どもたちの意見発表 

Ⅰ)東雲小学校 ６年 相川 優芽さん 

Ⅱ)大和中学校 ２年 有賀 結菜さん 

２部 若林秀和さん童謡コンサート 

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

新型コロナウイルスの感染拡大状況により、掲載しているイベント等が延期・中止となる
場合があります。なお、参加にあたりましては事前検温およびマスクの着用をお願いします。

東京２０２０東京オリンピック
フランスハンドボールチーム交流事業実行委員会　対象事業　健康運動教室

甲州市塩山体育館の最新トレーニングマシンを使用して、健康運動教室を開催します。

教室名 曜日・時間 回数 内容
ダイエット＆
引き締め教室

水曜日
１９：１５～１９：４５ ５回 美しく引き締まった体を手に入れた

い方におすすめのクラス
アクティブ・
シェイプ教室

水曜日
２０：００～２０：４５ ５回 シンプルな動きの繰り返しにより、

しっかりと汗をかけるクラス
筋力・体力ア
ップ教室

木曜日
１９：３０～２０：１５ ５回 全身の筋力アップで体力を向上させ

て免疫力を高めるクラス

２月１７日（水）から随時開催
甲州市塩山体育館　２階　トレーニングルーム

●定員　各２０名
●申込方法　電話でご予約のうえ、受講料を添えてお申し込みください。

受講料　＜事前申込型＞　各教室５回分　３, ３００円（税込）
　　　　　＜単発参加型＞　　　　１回　　１, １００円（税込）

問甲州市塩山Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎３２ ‐ １５９６

参加者募集

甲州市生涯学習推進大会
～ともに学びあい・ともにふれあい・ともに支えあい～

令和２年度

２月20日（土） １３：００～（１２：３０開場）
甲州市民文化会館 ホール

問甲州市生涯学習市民協議会（事務局 生涯学習課内）　☎３２ ‐ ５０９７

入場
無料

電話にて要事前申込
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令和２年度
全国防犯協会連合会「栄誉銀賞」
伝 達 式 を 実 施 し ま し た

　地域の安全のために日頃から防犯活動等に貢献いただいた個人に対して全国防犯協会連合会会長等
から表彰が贈呈されました。
　今年度は、新型コロナウイルス感染拡大の情勢に鑑み、例年行われる「安全安心まちづくり県民大
会」の開催が見送られたため、山梨県警察本部・荒居生活安全部長から伝達されました。
　日頃から地域の安全のために貢献いただき本当にありがとうございます。これからも皆さまと共に
安全なまちづくりに向け邁進しますので、ご協力をお願いいたします。

左から
・荒居生活安全部長
・全国防犯協会連合会
　「栄誉銀賞」を受賞した
　防犯連絡所協会日下部支部
　　　　　　　　志村功会長
・山梨県防犯協会
　　　　　　加々見専務理事

日下部警察署生活安全課

日下部警察署　交通課から、 　
　冬の運転に関するアドバイス

スリップ事故を防ぐために！
冬の運転における禁止事項 「４Ｋ」

・急発進
・急加速
・急ブレーキ 
・急ハンドル 

不要な「急」のつく操作は
スリップ事故の原因となりますので厳禁！

「アイスバーン」に注意！
　 冬 の 路 面 は 凍 っ 
ていないように見え
ても凍っていること
があります。
　必ずスタッドレス
タ イ ヤ を 装 着 し ま
しょう！

例年この時期、市役所職
員等をかたった還付金詐
欺が多発します。

「お金」の話が出たら詐
欺を疑ってください。

還付金詐欺に注意 !!
県、市役所、税務署などの公的機関や
金融機関が、

① 電話のみで過払い金や還付金の
連絡をすることは絶対にありま
せん。

② 医療費等を還付するため、ATM
に向かうことや、ATM の操作を
求めることは絶対にありません。

不審な電話を受けたときは 110 番通報
をお願いします。

還付金を装う詐欺の
被害にご注意ください。

問日下部警察署　☎２２ ‐ ０１１０

電話詐欺
には

だまされない
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★お問い合わせ先★
　塩山図書館 ☎３２‐１５０５
　勝沼図書館 ☎４４‐３７４６
　大和図書館 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　https://www.l ib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆開館時間は午前１０時から午後５時までとさせていただきます。
　（休館日は情報カレンダーをご確認ください）
・マスクの着用をお願いします・入退館の際は手指の消毒をお願いします・お互いの距離をとりましょう。
・入館に際し、同意書を提出していただきます。また、検温を実施させていただきます。
・雑誌、新聞の閲覧はできますが、閲覧席、学習席の利用はできません。
・マイバックをご持参ください。なお、貸出期限の過ぎた資料をお持ちの方は、返却をお願いします。
※定例行事やイベントにつきましては、今後の状況により変更・中止する場合があります。

◆塩山図書館　臨時休館のお知らせ
　甲州中央公民館（市民文化会館）の電気設備改
修工事に伴う施設停電のため、下記の３日間を臨
時休館とさせていただきます。
　２月１３日（土）・１４日（日）・２１日（日）
　なお、塩山図書館および甘草屋敷子ども図書館
は、振替休館を予定していた２月１２日（金）を
開館します。

◆塩山図書館　子ども向けワークショップ
　身近なものを使って工作しよう！
　「でてこい♪でてこい♪
　　　　不思議なスティック」
■日時　２月２８日（日）午後１時３０分～
■会場　甲州市民文化会館　２階　大会議室
■対象　小学生以上の方　　■定員　１５名
※参加申込は、２月１日（月）～塩山図書館まで

◆大和図書館
　マジックポッケ春のお話会
■日時　３月７日（日）午前１０時３０分～
■会場　大和ふるさと会館　２階　研修室２
■内容　読み聞かせボランティア「マジックポッケ」

による、幼児から小学校低学年の皆さんに
贈る春の楽しいお話会です。

◆知的書評合戦ビブリオバトルIN塩山㉖
■日時　２月６日（土）午後５時１５分～
■会場　塩山図書館　学習席
■紹介本のテーマ　「はる」
　本を紹介してくれるバトラー募集中です。チャ
ンプ本を目指してバトルに参加しませんか。観戦
は自由です。マスクを着用のうえ、時間までにお
集まりください。

◆勝沼図書館
　YouTube 公式チャンネル開設
　Library of the Year 2018 の大賞受賞後、全国
から見学依頼等をいただいていますが、コロナ禍
のため、そのような機会が失われています。そこ
で、多くの方に勝沼図書館を体感してもらおうと、
YouTube 公式チャンネル【勝沼図書館】を開設し
ました。ぜひご覧ください。
☆「YouTube　勝沼図書館」で検索！

◆塩山図書館および甘草屋敷子ども図書館
　蔵書点検等による休館のお知らせ
　蔵書点検および館内整備作業のため、下記の期
間を休館とさせていただきます。
　３月３日（水）～１２日（金）
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人口と世帯 （2021.1.1現在）
（　）内は前月比 人口 30,766人（−34）　男 14,876人（−21）　女 15,890人（−13）　世帯数 13,118世帯（−5）
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選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業 95年 昭和堂
☎32―1325
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有

有
料
広
告

ひとり親世帯臨時特別給付金 申請はお早めに
　ひとり親世帯を対象にした特別臨時給付金については、８月１日から受付を行っています。支給要件
や申請方法など、詳細は甲州市ホームページをご覧ください。

●給付額　基本給付：１世帯５万円・第２子以降１人につき３万円
　　　　　追加給付：１世帯５万円
　　　　　再支給分：１世帯５万円・第２子以降１人につき３万円
●申請受付期間　２月２６日 ( 金 ) まで

問子育て支援課　児童福祉担当　☎３２ ‐ ２１１１（内１１６１～１１６４）
問厚生労働省　コールセンター　☎０１２０ ‐ ４００ ‐ ９０３（平日：９時～１８時）

降雪時のお願い
　冬の道路は降雨・降雪などにより、路面の凍
結やブラックアイスバーンが発生し、スリップ
事故や歩行中の転倒が心配されます。
　滑らないための対策を講じ、時間に余裕を
もって行動しましょう。
　また、降雪時には地域による雪かきのご協力
をお願いいたします。

建設課　道路維持・河川担当


